
報

a:. 
Eヨ米

国
に
お
け
る
東
E
同
文
書
院
大
学
と

愛
知
大
学
の
「
中
日
大
辞
典
現
象
」

愛
知
大
学
経
済
学
部
助
教
授

李り

春

利り

一
、
訪
米
の
経
緯

一
九
O
一
年
に
上
海
で
設
立
さ
れ
た
点
M
M
文
書
院
大
学
を
源
流

に
も
つ
愛
知
大
学
の
中
国
研
究
は
、
「
第
二
の
世
紀
」
（
、
「
ご
め

2
2

－
｝
己

の
さ
－
z

ミ
）
に
入
っ
た
。
「
第
二
の
世
紀
」
の
幕
開
け
の
象
徴
は
二
O

O
二
年
の
文
部
科
学
省
一
二
世
紀
C
O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
に
よ

る
愛
知
大
学
国
際
中
国
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
I
C
C
S

）
の
発
足
で

あ
る
。
二
O
O
一
年
の
東
亜
同
文
書
院
百
年
祭
が
二
O
世
紀
を
締
め

く
く
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
二

O
O
二
年
の
I
C
C
S

発
足
は
二
一

位
紀
へ
の
発
進
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

私
は
た
ま
た
ま
I
C
C
S

推
進
委
員
会
の
ア
メ
リ
カ
部
会
に
入
っ

て
い
る
の
で
、
米
国
の
中
国
研
究
の
拠
点
校
と
研
究
交
流
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
に
、
二

O
O
三
年
に
I
C
C
S

事
務
局
長

の
山
本
一
巳
教
授
と
一
緒
に
二
回
に
わ
た
っ
て
、
米
国
の
主
要
大
学

を
訪
問
し
た
。

一
回
目
は
三
月
二
二
日
か
ら
三
月
二
二
日
ま
で
で
、
ア
メ
リ
カ
西

海
岸
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
己
の
「
〉
）
、
亡
。

バ
ー
ク
レ
イ
校
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
ハ

ワ
イ
大
学
を
訪
問
し
た
。
二
回
目
は
九
月
七
日
か
ら
九
月
一
八
日
ま

で
で
、
中
阿
部
の
＝
ア
ン
ガ
ン
大
学
と
シ
カ
ゴ
大
学
、
東
海
岸
の
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
訪
問
し
た
。

二
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
H

全
米
初
の
「
東
E
同
文
書
院
大
旅
行
誌
」

収
蔵

今
回
の
訪
米
で
、
予
期
せ
ぬ
発
見
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
愛
知
大

学
と
そ
の
前
身
校
で
あ
る
東
亜
同
文
書
院
大
学
は
米
国
で
も
広
く
知

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
米
国
ア
ジ
ア
研
究
の
重
要
な
拠
点
校
で
あ
る
ミ
シ
ガ
ン

大
学
の
〉
己ω
「
5
3

ミ
は
、
中
図
書
・
日
本
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
全

米
最
大
級
の
一
つ
で
あ
る
。
二

O
O
一
二
年
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
〉
己
ロ

「
－t
s
ミ
は
c
h

バ
ー
ク
レ
イ
校
と
競
っ
て
日
米
教
育
関
連
の
基
金

会
か
ら
助
成
金
を
勝
ち
取
り
、
「
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
誌
」
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
を
収
蔵
し
た
。
同
大
学
日
本
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
館
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長
の

穴
g

」一
Z
Z
2

（
仁
木
賢
司
）
氏
に

よ
れ
ば

、

「
東
亜
同

文
書
院
大
旅
行
誌
」

の
収
蔵
は
全
米
初
で

あ
る

と
い
わ
れ
て
い

る
（
写
真
l

）
。
今

後
は
さ
ら
に
「
中
国

調
査
旅
行
報
告
書
」

も
収
蔵
す
る
予
定
で

あ
る
。
仁
木
氏
は
ミ

シ
ガ
ン
大
学
に
来
る

前
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
ア
ジ
ア
図
書
館
に

長
く
勤
め
て
い
た
。

彼
は
有
名
な
日
本
研
究
者
ド
ナ
ル
ド

・

キ
ー

ン
教
授
ら
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
、
大
学
院
生
の
ア
ジ
ア
研
究
の指
叫
に
も
当
た
っ
て
い
た
。

東
亜
同
文
科
院
生
の
大
調
査
旅
行
は
、
五
期
生
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
O
六
年
の
大
調
査
旅
行
に
参
加
し

た
性
院
生
は
、
中
国
切
つ
て
の
日
本
留
学
奨
励
派
、
洋
務
迎
動
の
批

進
役
で
あ
る
湖
広
総
督
・

張
之
洞
（
『勧
学
部
』
著
者
）
や
両
江
総

督
・

端
方
を
訪
問
し
、
歓
迎
と
協
力
を
受
け
る
な
ど
、
そ
の
出
発
点

の
高
さ
が
窺
え
る
。

一
コ
1

ス
は
三
ヶ
月
間
、
総計
七
O
O
コ
l

ス
、

約
五
千
人
の
参
加
に
よ
る

四
0
年
聞
に
及
ん
だ
大
調
査
旅
行
（
→
z
o

o
－－g

こ
O
z
－－コ

ミ
）
は
、世
界
中
の
大
学
や
教
育
機
関
を
眺
め
て
も、

こ
れ
ほ
ど
徹
底
し
た
組
織
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ

ー

ク
は
な
い
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
範
囲
も中
国
大
陸
の
み
な
ら
ず

、

東
南

ミシガン大学所正義のWilli阿文、：fID'c大旅行i誌
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ア
ジ
ア
や
モ
ン
ゴ

ル
、
遥
か
シ
ベ
リ
ア
に
も
及
ん
で
い
た
。
大
旅
行

誌
の
日
次
検
索
は
い
ま
愛
知
大
学
図
料
館
の
H
P

で
可
能
に
な
っ
た

（一己
｛
万一三
J
O∞
色
白5
2
7
C
印
。
・Z
＼5
0
一
日
＼
5
ミ
5

a
o
x－Z
ヨ

与。

こ
れ
ら
の
調
査
記
録
を
ま
と
め
た
「
大
旅
行
調
査
報
告
書」
（
→z

刃
8
0
2
0
2
Y
O
D
－g

こ
O
z

－
－
コ
ミ
）
は
、
満
鉄
調
査
部
資
料
と
並
ん

で
、

二
O
世
紀
前
半
の
中
国
社
会
経
済
に
関
す
る
貴
重
な
第

一
次
資

料
で
あ
り

、

双
壁
を
成
し
得
る
存
在
で
あ
る
。

調
査
の
目
的
や
背
景

な
ど
は
迫
う
も
の
の

、

徹
底
し
た
実
証
主
義
と
実
地
調
査
に
裏
付
け

ら
れ
た
こ
れ
ら
の
調
査
資
料
が
、
ア
メ
リ

カ
や
欧
州
を
含
め
て
世
界

的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
は
、
そ
の
価
値
か
ら
し
て
当
然
で
あ

る
。
満
鉄
調
査
部
資
料
は
世
界
的
に
評
側
さ
れ
、

一
部
英
訳
さ
れ
て

欧
米
の
一
流
大
学
の
図
古
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
並
ぶ

虫
要
性
を
も
っ
世
界
的
な
中
国
研
究
史
料
「
東
亜
同
文
書
院・
中
国

調
査
旅
行
報
告
書
」
の
研
究
・

発
掘
は
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
る
。

し
か
し
、
米
国
で
は
い
ち
早
く
そ
の
史
料
価
値
に
注
目
し
、
事
業

化
し
た
。
愛
知
大
学
図
哲
館
の
成
瀬
さ
よ
子
さ
ん
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、

大
旅
行
報
告
告
を
ベ
ー

ス
に
東
亜
同
文
会
が
一
九
一
七
1

二
O
年
の

問
に
刊
行
し
た

『支
那
省
別
全
誌
』
全
一
八
巻
は
、
な
ん
と
三
五
年

以
上
も
前
に
米
国
の
U
M
l

社
に
よ
っ
て
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。

愛
知
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
出
版
事
業
と
し
て
『中
国
調
査
旅

行
報
告
書
』
の
マ
イ

ク
ロ
化
を
手
掛
け
た
雄
松
堂
の
会
長
が

、

六
八

年
に
渡
米
し
た
際
こ
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
を
発
見
。

日
本
版
売
代

理
店
交
渉
を
し

、
七
七
年
に
『支
那
省
別
全
誌
』
と

し

て
発
売
し

た
。

北
米
で
は

『支
那
省
別
会
誌
』
は
、
米
国
議
会
図
世
館
、
ミ
シ
ガ
ン

大
学
と
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ

・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
一
部
ず

つ
保
存
さ
れ

、

マ
イ
ク

ロ

化
し
た
原
本
は
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
所
蔵
で
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あ
る
。
U
M
I

社
は
、
三
八
年
に
学
位
論
文
な
ど
を
マ
イ
ク
ロ
化
し

て
資
料
を
提
供
す
る
会
社
と
し
て
ミ
シ
ガ
ン
大
学
内
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
世
界
的
な
文
化
・
研
究
の
遺
産
の
発
掘
・
研
究
・
出
版
を
強

化
し
、
国
際
的
な
視
野
で
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で

世
界
に
還
元
す
る
こ
と
は
、
愛
知
大
学
の
重
要
な
戦
略
的
課
題
で
あ

る
。
そ
れ
は
同
時
に
愛
知
大
学
の
国
際
的
知
名
度
を
「
形
」
に
し
て
、

大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
活
か
し
な
が
ら
内
外
に
お
け
る
ブ
ラ

ン
ド
力
を
形
成
す
る
と
い
う
意
味
で
、
今
後
大
学
問
の
厳
し
い
生
存

競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
の
戦
略
的
な
切
り
札
に
も
な
り
う
る
。

三
、
研
究
法
と
し
て
の
大
調
査
旅
行
と
「
地
域
研
究
」

東
亜
同
文
書
院
の
独
特
な
研
究
教
育
方
法
と
戦
後
米
国
発
の
有
名

な
「
地
域
研
究
」
（m－E
z

－
－
三
一
2

）
と
の
関
係
に
注
日
し
た
米
同
の

研
究
が
あ
る
。

「
東
一
拍
同
文
書
院
の
大
旅
行
を
軸
と
し
た
地
域
研
究
・
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
教
育
方
法
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
立
大
学
の
ロ

2
－R
一
宮

刀
め
てzc
一
宏
教
授
（
第
四
回
東
距
同
文
書
院
記
念
伐
受
性
）
が
喝
破
し

た
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
発
展
し
た
ア
メ
リ
カ
の
地
域
研
究
よ
り

も
遥
か
に
早
い
時
期
に
（
半
世
紀
｜
引
川
者
）
、
し
か
も
内
容
に
お

い
て
も
ア
メ
リ
カ
に
劣
ら
な
い
優
れ
た
教
育
方
法
で
あ
っ
た
。
」
（
濯

友
会
H
P
H
t

＝
明
＼
＼
一

S

て
Z
一S

こ
号
－E
D
読
め
巳
ハ
－
n
o

－
－
℃
＼
）

「
（
氏
は
）
東
亜
同
文
書
院
の
大
旅
行
調
査
を
研
究
し
、
そ
れ
が
戦

後
米
国
で
発
展
し
た
地
域
研
究
よ
り
も
古
い
歴
史
を
持
つ
優
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
、
『
地
域
研
究
の
知
ら
れ
ざ
る
起
源
一
日

本
の
東
亜
同
文
書
院
』
を
刊
行
し
て
広
く
世
に
紹
介
し
た
。
ま
た
戦

前
の
日
中
両
国
の
聞
に
一
九
世
紀
末
か
ら
二O
世
紀
初
め
に
か
け
て

の
十
年
間
、
黄
金
の
十
年
と
も
い
う
べ
き
日
中
蜜
月
の
一
時
期
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
形
成
に
東
亜
同
文
会
及
び
東
亜
同
文
書
院
が
あ

ず
か
つ
て
大
い
に
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
、
著
書
『
新
政
革
命
」

（
英
語
版
及
び
中
国
語
版
）
に
よ
り
広
く
世
に
紹
介
し
た
。
」
（
東
孤

同
文
書
院
基
金
会
H
P

よ
り
、
向
上
）

こ
こ
で
い
う
ロ

2

－m
一
安
刃
ミ
－5
一
宏
教
授
の
著
書
は

E
n
y－
－5

・

一
∞
む
∞
’Z

一
円
、
「
一
月X
E
江
戸
。
コ
目
見

2
0

－E
z
－
－E

－
子
宮
古
コ
2

と
題

し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
束
ア
ジ
ア
研
究
叢
書
（
工
2

．
〈
巳
『
己
問
。
三
〉
己
主
－

Z
2
5
m
g七
一
戸
一
山
田zc
・
0
吋
ム
・
二
。
。
。
勺
）
の
一
巻
と
し
て
、

Z
2
4
2
4
5
己
〈2
・
己
ミ3
・
の
お
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。

地
域
研
究
の
源
流
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
〕
O
z－
－
一
ハ5m
－u
三
「σ
き
一
〈
教
授
を
中
心
と
す
る
「
地
域
研
究
」
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
有
名
な
研
究
法
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
で
き
る
。
波
数
の
研
究
分
野
を
跨
る
学
際
的
な
（

E
2
0

巳
古
己
主Em－
－
吋
）
研
究
が
最
大
の
特
色
で
あ
り
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
中
凶
研
究
と
発
展
途
上
国
研
究
の
水
準
が
飛
躍
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

愛
知
大
学
名
性
教
授
・
一
元
学
長
の
牧
野
由
朗
先
生
に
よ
れ
ば
、
一

九
七
0
年
代
中
頃
、
E
－
『σ
2
2一
向
教
授
は
愛
知
大
学
に
招
か
れ
て
講
演

し
た
と
い
う
。
当
時
の
講
演
テ
l

マ
は
中
国
の
近
代
化
（
5
0

斗
2

．
z
，

－E
Z
C
ロ
）
に
つ
い
て
で
あ
り
、
自
分
も
質
問
し
た
と
記
憶
さ
れ
て
い

久
ν。

二
O
O
二
年
、
C
O
E

－
－

c
c
s

の
申
請
・
発
足
に
あ
た
り
、

研
究
拠
点
リ
ー
ダ
ー
の
加
々
美
光
行
教
授
の
問
題
意
識
の
根
幹
を
な

し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
地
域
研
究
の
限
界
を
克
服
し
、
新
し

い
中
国
研
究
の
方
法
を
模
索
・
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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四

「中
日
大
辞
典
現
象
」

約
二
五
O
年
の
歴
史
を
も
っ
プ
リ
ン
スト
ン
大
学
の
美
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
・
セ
ン
タ
ー

ビ

ル
の
三
階
に
、
か
つ
て
ア
ル
ベ
ル
ト
・

ア
イ

ン
シ

ュ

タ
イ
ン
博
士
が
教
え
て
い
た
教
室
（
三O
二
号
）
が
あ
る
。

こ
の
「
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
教
室
」
と
同
じ
階
の
反
対
側
に
、
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学
束
ア
ジ
ア
図
書
館
が
あ
る
。

そ
の
中
の
一
角
で
、
私

は
愛
知
大
学
・

中
日
大
辞
典
を
発
見
し
た
。
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は

一
九
六
八
年
に
出
版さ
れ
た
中
日
大
辞
典
の
初
版
で
あ
る
。
辞
押
は

相
当
使
い
こ
な
さ
れ
て
お
り
、
本
体
は
か
な
り
傷
ん
で
い
る

（
写
真

2

）。
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
そ
の

近
く
に
中
国
「
五
四
辺
動
」
の
旗
手
、
日
中
戦
争・
太
平
洋
戦
争
時

の
駐
米
大
使
も
務
め
た胡
適
（
ヱ
c
m
Z
Z
）
・

元
北
京
大
学
学
長
の

「
開
巻
有
益」
と

い
う
肉
筆
の
字
が
掛
か
っ
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
図
哲
館
副
館
長
の
豆
2

・

E
z
z
a
E
博
士
に
よ
れ
ば
、

愛
知
大
学
と
い
え
ば
、
す
ぐ
『中
日
大
辞
典
』
が
思
い
浮
か
ぶ
と
い

う
（
こ
の
評
価
は
中
国
で
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
）
。

彼
は
オ
ラ

ン
ダ
人
で
、
同
国
の
中
国
研
究
の
名
門
校
・
ラ
イ
デ
ン
大
学
F
OE
S

C
E
〈
g
Z

て
）
の
出
身
で
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
博
士
号
を
取
得

し
た
。
彼
の
専
門
は
中
国
研
究
で
あ
る
が
、
中
日
大
辞
典
を
使
っ
て

日
本
語
を
党
え
た
。

そ
の
後
、
東
京
大
学
に
二
年
間
留
学
し
た
後
に
、

こ
の
図
古
館
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
は
、
東

ア
ジ
ア
研
究
の
事
円
で
あ
れ
ば
、
中
国
研
究
の
専
攻
で
も
日
本
語
が

必
修
で
あ
る
と

い
う
。

ま
た
、
館
長
の
→
h
Z
E
E－7
h出
陣
土
は
も
と
も
と
シ
カ
ゴ
大学
で
長

く
勉
強
し
、
仕
事
を
し
て
き
た
。
彼
が
学
生
の
頃

、

米
国
で
の
東
ア

ジ
ア

研
究
は
中
国
語
と
日
本
語
両
方
の
習
得
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。

日
本
べ
l

ス
の
中
国

研
究
の
成
果
を
読
む

た
め
に
、
日
本
語
が

必
修
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
中
日
大
辞

典
は
広
く
使
わ
れ
て

い
た
。
中
日
大
辞
典

自
体
大
変
素
晴
ら
し

い
辞
市
川
円
で
あ
る
が
、

当
時
は
そ
れ
し

か
な

か
っ
た
と
い
う
。

プ
リ

ン
ス
ト

ン
大

学
の
ほ
か
に
、
今
回

訪
問
し

た
ミ
シ
ガ
ン

大
学

、

ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
旅
京
図
押
館
（
ヱ
巴
・
5
E
a
〈
g

の
さ
コ
∞
亡
σ
－
・2

．
て
）
で
も
、
中
日

大
辞
典
が
発
見
さ
れ
た。

ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
で
は
中
日
大
辞

典
第
二
版
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
（
写
立3
）
。
ハー
バ
ー

ド
大
学
フ
ェ

ア
パ
ン
ク
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
さ

－一二

号
ヨ

∞
教
授
も
中

日
大
辞
典
を
愛
用
し
て
い
た
。

一号
5
ω

教
授
は
東
ア
ジ
ア
学
部
で
中

国
文
学
を
教
え
て
い
る
が
、
昔
、
北
海
道
大
学
と
京
都
大
学
で
一
年

間
ず
つ
訪
問
研
究
を
し
て
い
た。

フ
ェ
ア
パ
ン
ク
・

セ
ン
タ
ー

の
〉
g
a
g
コ
円
。
＝6
2
2

e

の
刃
。
コω
E

E
一g
r
－
博
士
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
訪
問
す
る
前
に
、

一号
ヨ
出

教

授
は
愛
知
大
学
の

『中
日
大
辞
典
』
に
つ
い
て
詳
し
く
諮
っ
て
い
た

と
い
う
。

∞
三
g

E

博
士
は
ヱ
2

a
〈
2
4己
・
〈g

与
吉
郎
一
コ竺
E
O

（燕
京

学
社
）
に
も
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
日
本
に
長
く
住
ん
で
い
た

プリンストン大学東アジア関川館所磁の
ぼろぼろの中日大紳典（初版）
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こ
と
が
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
有
数
の
日
本
通
で
あ
る
。
ま
た

戦
前
の
旧
満
洲
の
社
会
経
済
と
近
代
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
て
、

東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
記
に
対
す
る
凶
心
が
高
い
。

中
日
大
辞
典
が
刊
行
さ
れ
た
時
の
世
間
の
評
側
は
高
く
、
朝
日

ジ
ャ
ー

ナ
ル
や
毎
日
新
聞
は
「
こ
の
辞
典
の
出
版
に
よ
っ
て
、
日
本

は
中
国
語
に
閲
し
て
は
世
界
の
学
界
に
誇
り
得
る
金
字
塔
を
建
て
た
」

と
絶
賛
し
て
い
た
。
欧
米
の
大
学
で
は
束
ア
ジ
ア
研
究
専
攻
の
学
生

に
向
け
て
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
中
国
語
と
日
本
語
両
方
が
必
修

科
目
と

し
て
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
時
代
に
先駆
け
て
発
行
さ
れ
た

『中
日
大
辞
典
』
は
、
こ
の
よ
う
に
構
造
的
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た。

中
日
大
辞
典
が
円
中
両
国
を
越
え
て
、
広
く
世
界
的
に
使
わ
れ
て
き

た
こ
の
現
象
を
、
こ
こ
で
あ
え
て
「
中
日
大
辞
典
現
象
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
よ
う
。

Harvardｷ Y cnching Library で

山本 ・巳教授と Ronald Suleski h? I: 
写J'O

五
、
愛
知
大
学
の
中
国
研
究
戦
略
H

世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
形
成

に
向
け
て

愛
知
大
学
と
東
亜
同
文
苫
院
大
学
は
過
去
百
年
間
に
わ
た
り
、
二

O
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
中
国
研
究
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
。
そ
れ
は

わ
れ
わ
れ
当
事
者
の
認
識
を
超
え
て
、
中
国
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米

で
も
向
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
愛
知
大
学
は
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て

も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

中
国
研
究
の

「
第
二
の世
紀
」
に
入
っ
た
い
ま
、
愛
知
大
学
は
世

界
的
な
視
野
で
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
そ
れ
に

関
す
る
研
究
の
戦
略
的
な
位
前
付
け
を
再
考
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
。
つ
ま
り

、

記
念
セ
ン
タ
ー
に
展
示
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
研
究

支
援
機
能
を
付
加
し
て
、
文
部
科
学
省
を
合
め
た
内
外
の
競
争
的
研

究
資
金
の
獲
得
や
戦
前
の
関
連
名
著
の
復
刻
版
の
発
行
な
ど
（
例
え

ば
、

『大
旅
行
誌
』
や

『支
那
省
別
全
誌
』
『支
那
経
済
全
判
』
な
ど
）

を
視
野
に
入
れ
て
、
国
際
・
ネ
ット
ワ
ー

ク
の
中
で
東
亜
同
文
苫
院
大

学
の
世
界
的
な
ブ
ラ
ン

ド
側
値
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

売
れ
た

分
し
か
作
ら
な
い
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
技
術
の
登
場
で
、
印
刷
業
界

で
は
暫
籍
作
成
の
初
期
コ
ス
ト
が
劇
的
に
下
が
り
、
復
刻
版
の
発
行

に
は
こ

の
う
え
な
い
順
風
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
結
局
、

愛
知
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
ひ
る
が
え
っ
て

日
本
国
内
で
の
知
名
度
と
競
争
力
の
向
上
に
も
買
献
で
き
る
。

C
O
E

－
－

c
c
s

が
二
O
世
紀
後
半
の
現
代
中
国
研
究
の
世
界

的
な
研
究
拠
点
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
東
亜
同
文
件
院
大

学
記
念
セ
ン
タ
ー
は
、
二
O
世
紀
前
半
の
近
現
代
中
国
研
究
の
世
界

的
な
研
究
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ

が
二
一
世
紀
愛
知
大
学
の
中
国
研
究
の
両
輪
を
な
す
も
の
で
あ
る

。
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